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   It is reported that the anti-inflammatory effect of chymotrypsin, a proteolytic enzyme, 
exceeded that of trypsin and paralleled that of prednisolone, and moreover chymotrypsin 
caused less untoward reactions than trypsin and prednisolone. Clinical studies were made to 
compare the effect of chymotrypsin with that of  methylprednisolone (cf. our previous report) 
on the chronic urinary tract infections complicated with traumatic paraplegics. 
   Crystallized alpha chymotrypsin (Kimopsin, Eisai) alone was administered intramuscularly 
25 Ch.U. once a day for 3-7 days. The effects of chymotrypsin were observed on the grade 
of pyuria and bacterial counts of urine, and were compared with those of  methylprednisolone 
administered orally 12-16 mg, 3-4 times a day for 7 days. Judging from the decrease of 
white blood cells in urine, the anti-inflammatory effect of chymotrypsin is less remarkable 
than that of methylprednisolone. And it seems to be noteworthy that the decreased bacterial 
counts were confirmed in more than half cases after the administration of anti-inflammatory 
drugs, chymotrypsin and  methylprednisolone. 
   The bacteriologic ure rate was  50% after the combined administration of chymotrypsin 
and sensitive antibiotics, and 38% after that of methylprednisolone and sensitive antibiotics. 
The effect of chymotrypsin as an adjutant of antibacterial treatment exceeds that of methyl-
prednisolone. 
   As the side effects of  chymotrypsin, the increase of bacterial counts in urine and the 
prolongation of bleeding time were noted. The former was of a lower grade than that of 
methylprednisolone and the latter was clinically insignificant. And no allergic and anaphy 
laxic reaction was experienced and the pains at the site of intramuscular injection were slight. 
   Finally it may be possible to conclude that chymotrypsin is a superior anti-inflammatory 
drug to adrenocortical steroids in treating the chronic urinary tract infections.
緒 言
蛋 白分解酵素 は従来 は経 口投与に よる消化補
助剤・局所使用による壊 死組織除去剤 として使
用 されて きた.し か しtrypsinの研究か らこの
酵素 に線維溶解作用 と共に抗炎症,抗 浮腫 の作
用が あることが分つて きた.そ う してtrypgi11
の 非 経 口 投与法に もとついて ・hym・t。yp・i・
の非経 口投与 の効果が検討 され た.動 物実験に
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よればchymotrypsinの抗 炎症作 用はtrypsin
より遙 かに強 くprednisoloneのそれに 匹 敵
し,し かも副腎皮質ホルモ ン投与 時の感染拡大
増強 とい う副作用がな く,又 毒性 もtrypsinよ
り非常 に少ない.そ こでchymotrypsinは従
来 の蛋白分解酵 素の適用範 囲を こえ,抗 炎症剤
として広 く治療 に応用 され るに至 つている.
このchymotrypsinは1933年に哺乳類 の膵
臓 から分離 され た斜方六面体 結晶の蛋 白の1種
である.そ の分子量 は22,500,等電点 は5.4,
蛋 白分 解酵 素 としての至適pHは8,1～8.6であ
る.生 体内では脾臓 か ら 不 活 性 のchymo-
trypsinogenが分 泌 さ れ 十 二 指 腸 附 近 で
trypsinにより活性化 され る.そ の段階 におい
てchynlotrypsinには α,β,γ,δ,πの5型 が認め ら
れてい るが α型が生化学的 にも薬理学的 に も
最 も活性であ り且つ安定 している.従 つて これ
からchymotrypsil1とい う場合それは厳 密 に
はalphachymotrypsinのことである.
chymotrypsinの薬 理作用 として 線 維 素 溶
解,ム コイ ド分解,抗 炎症,抗 浮腫 の作用が あ
げ られ,又 毒性 もtrypsinより低い,従 つ て
臨床的には血栓凝血溶解,喀 疾粘液分解,抗 炎
症,抗 浮腫等の効果 を求めて経 口的,局 所的,
あるいは非経 口的に投与 されている.こ れ らの
特徴はchymotrypsinの蛋 白に対す る特異的
な消化及 び分解の作用に よる もの と考 えられて
いる.し か しこの酵 素が劃期 的な薬剤 と して重
要視 され てい る強力な抗 炎症,抗 浮腫 の作用の
機序は未 だ充分解明 されていない.
chymotrypsin投与に より血 流 リンパ流
が正常化 し,組 織新生が促進 し,併 用薬剤 の組
織拡散 が増加 し,殆 ん ど副作 用がないとい う臨
床成績が各科領域で数多 く報告 され ている,泌
尿器科領域で も膀胱 えの局所使用 あるいは手術
前後の使用 の効果が報告 されている.し か し尿
路感染症に対 す るchymotrypsinの効果 につ
いては余 り報告 されていない.
急性炎症 を急速 に退行 させ,慢 性炎症に対 し
ても同様の効果 がみ とめ られ,又 併用 した薬剤
の組織拡散 を増加 させ るとい うchymotrypsin
の作用が感染症 の治療 に どの ような意義を もつ
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ているかを検討す る ことは従来 の抗菌性薬剤療
法が限界に きている現状か らみて興味 ある問題
である.
われわれは脊損患者 に合併す る尿路感染症に
ついて検索を行 なつて きた結果,非 特異性尿路
感染症 の治療には細菌 に対する従来 の抗菌性薬
剤療法 と同時に患者 の全身あるいは尿路の条件
を改善す る処理を併用すべ きである と考えてい
る(「非特異性尿路感染 症」綜説及び第1報).
そ うしてかか る立場 か らmethylprednisolone
の効果,抗 生物質小量投与 の効果を報告 して き
た(「非特異性尿 路感染症」第2及 び第3報),
そ こで今 回はchymotrypsinの効果 を脊損患
者の尿路感染 症 に っ い て 検 討 し,methyl-






































































































































































あ る(第2表).又 菌 数 減 少 時 にお け る菌 数 はCTで
は104/ml1例,10s/m12例,IO6/m13例で あ り,
MPで は103/m11例,105/m12例,106/m14例,
lO7/m1及び108/ml各1例 で あ る.
従 っ てCT,MPの 両 者 と も60%の症例 に菌 数減 少
が み られ た といっ て も減 少 の程 度 はMPの 方 がCT
よ り も大 きい.し か しMPで は 菌 数減 少 の程 度 が大
ぎ い と 同時 に 増加 の程 度 も強 く・CTで は菌 数 変動 の
程 度 は無 処 置 とMPと の 中間 に 位 して い る.そ れ故
CT,MPは 細 菌 の活 動 に 不 利 に宿 主側 の 条件 を変 更





































と同程度とな り,CTの 治癒率はMPよ りもす ぐれ

















































































































































10日行なつた.尿 路感染症に対す る効果 を尿 中
白血球(検 鏡)及 び細菌(定 量培養)の 増減か
ら検討 し,同 様の計 画の もとに検査を行 なつた










副作用 としては頻 度は多 くないが投与 中に又
投与 中止後に菌数の増加がみ られた.そ の程 度
はchymotrypsinでは100～1,000倍で あり,
methylprednisololleにおける100万～1億 倍
と くらべ ると極 く軽度 であ り,こ の点 に関 して
はmethylprednisolone投与時線 ど注意 を払
う必要はない様 である.又 血液性状 の変 化 とし
て出血 時間の延長 がみ とめ られ たが臨床 的に重
要な問題 となるほ どの ものではなかつた.そ の
他 アレルギー様反応,ア ナフ イラキ シ ー 様 反




の治療 に極め てす ぐれ た成績 をあげる ことが出
来 る.そ の細菌学的治癒率 は有効 な抗生 物質単
独投与 よりす ぐれ ているmethylprednisolone
併用時 の380/oより更に多い50%である.そ の上
副作用 と しての菌数増加 もmethylprednisol-
の場 合 よ り極 く低 く,又 出血時間 の延長 も
軽度で あ り,両 者 とも臨床 的に余 り問題 となら
ない・ 従 つ てchymotrypsinは尿路感染症の
治療の際に抗 菌性 薬剤療法 と併用投与す る薬剤
として極め てす ぐれ たもので ある といえ よう.
(本論文の要旨は第264回日本泌尿器科学会東京地方
会にて発表した)














6)近 藤1臨 鉢 皮 泌,16:379,1962(綜 説).
511
7)近 藤 ・梶 田 三 木;日 泌 尿 会 誌t53:220,
1962(第1幸 艮),
8)近 藤 ・三 木:日 泌 尿 会 誌,53:543,1962(第2
報),
9)近 藤 ・内 藤 ・三 木:日 泌 尿 会 誌 掲 載 予 定(第
3報).
10)Purdie:Pharm.Jour.,192=405,1959.
11)Sherry,Titchener,Gottesman,Wasser.
man,Troll:」.Clin。Invest.,33=1303,
1954,
12)Valdecasas&Muset:M6decineetHygi一
さnet18:573,1960.
13)Webb,Saunders,Saunders,Thienes:
J.A.M.A.,143=42,1950.
